
台風接近にともなう対策について 

【水稲の対策】 
台風などの暴風にさらされるときは、根から吸い上げる水が葉から蒸散する

水に追いつかず、水はあるのに脱水症状を起こし、葉先がオレンジ～茶色に褐

変したり、白穂になったりすることもあるので、「できるだけ深水」としておいて

下さい。 

通過後は、通常管理に戻しますが、稲が倒伏した場合、できるだけ持ち上げ

て株を起こし、乾燥させます。また水に浸かった場合、病害虫の被害が発生す

る可能性が高くなるので、圃場を見回って早めに防除します。  

【露地栽培の対策】 
  畑が水没しないよう、通路もできるだけ早く排水をして下さい。また、強風で

野菜が煽られないよう寒冷紗等で覆うなどをして被害軽減を図ります。 

  通過後は、煽られたことによって作物が倒れた場合は、引き起こし、必要に応

じて誘引をして固定します。煽られると、葉や茎に小さな傷がつき、傷口から疫

病や軟腐病の菌が入り込むことがあるので、殺菌剤の散布を行なうことが大切

です。 

【施設栽培の対策】 
  ガラスやビニールなどに物が飛散して破損をしないように、施設周辺に飛散

しそうな物がないかよく確認します。既にビニールに穴が開いている場合は、早

急に補修してください。その他に、マイカー線に緩みがないかもチェックします。

使用中のハウスは開口部をすべて閉め切り、内部に風が入らないようにしま

す。使用していないハウスのビニールは、剥がすか、巻き上げをするなどして、ハ

ウス自体に被害が出ないように心掛けましょう。  

  通過後は、施設に被害がないか確認します。被害があれば補修を行ないま

す。また、施設を閉め切ったため、施設内が高温になっているので、速やかに換

気を行ない、施設内の温度を下げます。 


